
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノック部材を押圧することにより芯タンクの前部に設けられたチャックを前進させて芯
を繰り出すノック式シャープペンシルにおいて、後部に開口窓を形成した軸筒と、筒部に
弾性片を形成し、該弾性片に隆起した係止部を形成したノック部材と、

ノ
ック部材を長手方向後方に付勢するリターンスプリングとからなり、ノック部材の係止部
を前記軸筒の開口窓に長手方向に適宜の距離摺動可能に係止するとともに、

軸筒とノック部材の間にリターンスプリングを張架し、ノ
ック部材の筒部内孔に芯タンクの後部を挿入して構成したことを特徴とするノック式シャ
ープペンシル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、ノック部材を押圧することによりチャックを前進させて芯を繰り出すノック式
シャープペンシルに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、芯タンクの後部にコップ状の蓋や消しゴムを嵌合し、該蓋や消しゴムを押圧してチ
ャックを前進し、芯を繰り出すノック式シャープペンシルが知られている。
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固定部と開閉部を
屈曲可能な帯片により連結し、かつ開閉部に周方向に突出した突出片を形成した蓋と、

ノック部材の
後部に蓋の固定部を取り付け、



【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、芯タンクに蓋や消しゴムを嵌合したものは、携帯時に芯タンクが軸筒内を揺動し
、非常に不快感を与えるものであった。その上、芯タンク内に芯を挿入する時、蓋や消し
ゴムを外さなければならなかった。この蓋や消しゴムの嵌合力が弱いと筆記中や携帯中に
蓋や消しゴムが外れて紛失してしまう恐れがある。又、蓋や消しゴムの嵌合力が強いと外
す時にチャックが強い力で後方に引っ張られ、芯を食い切ってしまう心配があった。
本発明は、上記した課題を解消するノック式シャープペンシルを提供することを目的とす
るものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明は、ノック部材を押圧することにより芯タンクの前部に
設けられたチャックを前進させて芯を繰り出すノック式シャープペンシルにおいて、後部
に開口窓を形成した軸筒と、筒部に弾性片を形成し、該弾性片に隆起した係止部を形成し
たノック部材と、ノック部材の後部に設けられた蓋と、ノック部材を長手方向後方に付勢
するリターンスプリングとからなり、ノック部材の係止部を前記軸筒の開口窓に長手方向
に適宜の距離摺動可能に係止するとともに、軸筒とノック部材との間にリターンスプリン
グを張架し、ノック部材の筒部内孔に芯タンクの後部を挿入したことを要旨とする。
従って、ノック部材が長手方向後方への強い引張力を受けても、ノック部材が軸筒で係止
され芯タンクは引張力を受けないのでチャックによる芯の食い切りはまったく生じない。
【０００５】
【実施例】
本発明の実施例を図面により説明する。図１および図２において、ノック部材１の筒部内
孔１Ａに長手方向に伸びた突部１Ｂを等間隔に４個形成する。更に、ノック部材１の筒部
１Ｃには長手方向に伸びた切溝１Ｄが並列に形成されて撓み可能な弾性片１Ｅを形成し、
該弾性片１Ｅに隆起した係止部１Ｆを形成する。ノック部材１の芯挿入口１Ｇの底部１Ｈ
はすり鉢状に形成され、ノック部材１の後部外面には凹条１Ｉが形成される。ポリプロピ
レン等の合成樹脂製の蓋２の固定部２Ａ内面に等間隔に３個突部２Ｂが形成され、かつ固
定部２Ａの外面に円周方向に伸びた凹部２Ｃが形成される。固定部２Ａには屈曲可能な帯
片２Ｄにより開閉部２Ｅが連結され、開閉部２Ｅの内面に等間隔に３個突起２Ｆを形成す
る。開閉部２Ｅの外周面には、前記帯片２Ｄと対向する位置に周方向に突出した突出片２
Ｇを形成する。該蓋２は固定部２Ａの突部２Ｂが前記ノック部材１の凹条１Ｉに嵌め込ま
れて固定され、前記ノック部材１の芯挿入口１Ｇが固定部２Ａの内側に位置する。蓋２の
開閉部２Ｅに形成された突起２Ｆを固定部２Ａの凹部２Ｃに嵌合し、ノック部材１に形成
された前記芯挿入口１Ｇを閉鎖する。軸筒３の後部には開口窓３Ａを形成し、該開口窓３
Ａに軸筒３の後端より挿入したノック部材１の係止部１Ｆを嵌め込み、係止部１Ｆは開口
窓３Ａ内を長手方向に適宜の距離摺動可能に構成する。ノック部材１は、軸筒３の内段３
Ｂとノック部材１の前端との間に張架されたリターンスプリング４により長手方向後方に
付勢される。芯繰出用の機構部は、チャック５とパイプ状の芯タンク６をコネクター７を
介して連結し、チャック５の頭部に締リング８を外嵌する。この締リング８を受け止める
連結具９と前記コネクター７との間にスプリング１０を張架し構成する。この機構部の芯
タンク６およびコネクター７が軸筒３の前部孔３Ｃを挿通し、軸筒３内に内蔵される。し
かも芯タンク６の後部は前記ノック部材１の筒部内孔１Ａに挿入され、筒部内孔１Ａに形
成された突部１Ｂにより芯タンク６の横振れが規制される。軸筒３の前端と軸筒３の前部
に螺合された口金１１の内段により前記連結具９を挾持し、機構部を取り付ける。口金１
１内には芯１２を適宜の力で保持するゴム等の弾性体で構成された芯ホルダー１３が内蔵
されている。
【０００６】
この実施例の場合には、機構部は口金１１を軸筒３から外すのみで取り外すことができ、
故障等により機構部を取り替える時に、ノック部材１を外す必要がないので非常に便利で
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ある。しかも、芯タンク６をノック部材１の筒部内孔１Ａに挿入した状態では、弾性片１
Ｅが内方に撓むことができないので、簡単な構成にもかかわらずノック部材１の係止部１
Ｆは強固に軸筒３の開口窓３Ａに係止される。
【０００７】
又、芯タンク６内に芯１２を挿入する場合には、蓋２の開閉部２Ｅに形成した突出片２Ｇ
を指で押圧すれば開閉部２Ｅが固定部２Ａより外れて、ノック部材１に形成した芯挿入口
１Ｇが開かれる。この状態で芯挿入口１Ｇより芯１２を挿入すれば、芯タンク６内に芯１
２が収納できる。この時、開閉部２Ｅと固定部２Ａの嵌合を強く設定した場合でも、ノッ
ク部材１は強固に軸筒３に係止されているので、開閉部２Ｅを強い力で後方に引っ張り開
閉部２Ｅを外す場合でも、ノック部材１は軸筒３から外れる恐れはない。しかも、芯タン
ク６とノック部材１は分離されているので、ノック部材１の後方への応力は芯タンク６に
伝わらず、チャック５により芯１２を食い切る心配もない。
【００１２】
【発明の効果】
　以上説明した本発明のノック式シャープペンシルは、簡単な構成でしかも容易にノック
部材を軸筒に取り付けることができるとともに、芯タンクの横振れを防ぐことができるも
のである。

という効果が奏せられ
るものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のノック式シャープペンシルを示す断面図である。
【図２】　図１のＡ－Ａ線を示す拡大断面図である。
【符号の説明】
　１　ノック部材
　１Ａ　ノック部材１の筒部内孔
　１Ｃ　ノック部材１の筒部
　１Ｅ　ノック部材１の弾性片
　１Ｆ　ノック部材１の係止部
　２　蓋
　２Ａ　蓋２の固定部
　２Ｄ　蓋２の帯片
　２Ｅ　蓋２の開閉部
　２Ｇ　蓋２の突出片
　３　軸筒
　３Ａ　軸筒３の開口窓
　４　リターンスプリング
　５　チャック
　６　芯タンク
　１２　芯
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その上、芯タンク内に芯を挿入する場合には、蓋の開閉部に形成した突出片を
指で押圧すれば開閉部が固定部より外れて、ノック部材に形成した芯挿入口が開かれる。
この状態で芯挿入口より芯を挿入すれば、芯タンク内に芯が収納できる。この時、開閉部
と固定部の嵌合を強く設定した場合でも、ノック部材は強固に軸筒に係止されているので
、開閉部を強い力で後方に引っ張り開閉部を外しても、ノック部材は軸筒から外れる恐れ
はない。しかも、芯タンクとノック部材は分離されているので、ノック部材の後方への応
力は芯タンクに伝わらず、チャックにより芯を食い切る心配もない



【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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